
医療計画を踏まえた基本計画との整合性の 
明確化について（案） 

 
 
 

① 拠点病院については、これまで２次医療圏ごとに１箇所という方針で整備

を進めてきたところであり、基本法においては、「がん医療の均てん化」に

ついて規定されている。 

 

 

② 一方で、都道府県は、医療法に基づく平成２０年度からの新たな医療計画

において記載するがん等に係る地域ごとの医療連携体制については、必ずし

も従来の２次医療圏ごとの計画ではなく、地域の実情に応じた圏域ごとの計

画を作成することとされている。 

  また、都道府県がん対策推進計画については、基本法に基づき、医療計画

等との調和が保たれたものでなければならないとされている。 

 

 

③ このため、基本計画においては、①及び②を総合的に判断し、「原則とし

て全国すべての２次医療圏において、３年以内に、概ね１箇所程度拠点病院

を整備する」ことが個別目標として掲げられている。 

 

 

④ 以上より、今後は、原則としてすべての２次医療圏において、１箇所整備

することを目標とするが、指定要件を満たし、かつ、都道府県がん対策推進

計画において当該都道府県におけるがん診療の連携体制が明確にされてい

る場合等には２次医療圏に複数箇所整備すること等ができるものとしては

どうか。 

  また、都道府県がん診療連携拠点病院については、連携調整機能と研修機

能といった役割分担等が同様に明確にされている場合等には、都道府県に２

箇所以上整備できるものとしてはどうか。 

 

資料３ 



 

人口規模に応じた２次医療圏別の拠点病院の整備状況 

 
 

人口規模 ２次医療圏数 
（３５８） 拠点病院の整備状況 拠点病院数 

（２８６） 

１００万人以上 ２５医療圏 
（７．０％） 

２ヵ所以上整備： ８医療圏（３２％） 
１ヵ所整備  ：１４医療圏（５６％） 
未整備    ： ３医療圏（１２％） 

４１病院 
（１４％） 

７０万人～１００万人 ２４医療圏 
（６．７％） 

２ヵ所以上整備： ７医療圏（３０％） 
１ヵ所整備  ：１６医療圏（６７％） 
未整備    ： １医療圏（ ４％） 

３７病院 
（１３％） 

４０万人～７０万人 ５２医療圏 
（１４．５％） 

２ヵ所以上整備：２２医療圏（４２％） 
１ヵ所整備  ：２５医療圏（４８％） 
未整備    ： ５医療圏（１０％） 

７９病院 
（２８％） 

１０万人～４０万人 １６６医療圏 
（４６．４％） 

２ヵ所以上整備：１０医療圏（ ６％） 
１ヵ所整備  ：９９医療圏（６０％） 
未整備    ：５７医療圏（３４％） 

１１９病院 
（４２％） 

１０万人未満 ９１医療圏 
（２４．９％） 

２ヵ所以上整備： １医療圏（ １％） 
１ヵ所整備  ： ８医療圏（ ９％） 
未整備    ：８２医療圏（９０％） 

１０病院 
（３％） 

 
 

別添 



患者の流入・流出（平成 17 年患者調査）                    （単位：千人） 

１．入院患者（病院のみ） 

  総 数 二次医療圏外 

    
二次医療圏内 

県 内 県 外 

 がん患者（入院）   140.3   101.8 28．6 9．2 

   （100%）  （72.6%） （20.4%） （6.6%） 

 患者（全数） 1391.6 1051.4 248.4 80.9 

  （100%） （75.6%） （17.8%） （5.8%） 

２．通院患者（病院及び診療所） 

  総 数 県 内 県 外 

がん患者 140.1 132.1 7.6 

  （100%） (94.3%) （5.4%） 

患者(全数) 7092.4 6892.3 173.6 

 （100%） (97.2%) （2.5%） 

   （注）総数には、不詳を含む。 
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